
し
た
。
「
非
常
に
貴
重
な
も
の
ば
か
り
な

の
で
、
照
明
と
空
調
に
細
心
の
注
意
を

払
い
ま
し
た
」
と
神
戸
阪
急
広
報
担
当

の
杉
森
さ
ん
。
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
今
後
も
様
々
な
催
し
を
予
定
し

て
い
る
。

国
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

神
戸
市
中
央
区
束
川
崎
町
１
１
７
１
２
神
戸
阪

急
６
階
商
０
７
８
１
３
６
０
１
１
２
３
１

，

の
ポ
ビ
ン
レ
ー
ス
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

代
表
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

中
国
の
ス
ワ
ト
ウ
刺
繍
、
タ
イ
シ
ル
ク

の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
、
パ
ラ
グ
ア

イ
の
ニ
ャ
ン
ド
ゥ
テ
ィ
ー
等
、
世
界
の

レ
ー
ス
製
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
商
品
や
レ
ー

ス
小
物
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
、

ナ
プ
キ
ン
と
し
て
使
う
お
ひ
ざ
か
け
と

ナ
プ
キ
ン
ク
リ
ッ
プ
、
ポ
ー
チ
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
〃
お
ひ
ざ
か
け
セ
ッ
ト
″

ラ
リ
ー
」
が
、
１
月
鯛
日
に
北
野
に
オ

ー
プ
ン
し
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
同

社
が
保
有
す
る
Ⅳ
世
紀
か
ら
最
新
の
も

の
ま
で
伽
点
の
レ
ー
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
常
時
印
点
が
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
さ
れ
、
最
も
美
し
く
高
価
な
ベ
ル
ギ

ー
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
レ
ー
ス
や
フ
ラ
ン
ス

コ
ロ
ジ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
服
装

専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る
作
品
発
表
シ

ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
エ
コ
ロ
ジ
ィ
を

意
識
し
た
作
品
を
制
作
、
自
ら
が
モ
デ

ル
と
な
る
自
作
自
演
の
作
品
発
表
で
、

学
生
た
ち
の
若
さ
が
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ー

に
、
会
場
の
人
々
も
、
さ
か
ん
に
拍
手

を
送
っ
て
い
た
。

☆
北
野
に
素
敵
な
レ
ー
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イ
ン
テ
リ
ア
の
総
合
メ
ー
カ
ー
㈱
セ

ル
コ
ン
の
「
セ
ル
コ
ン
レ
ー
ス
ギ
ャ

１

困
邑
男
冨
弓
彦
吻
藍
画
邑
塁
酌
弓
邑
胃

☆
華
や
か
に
「
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
Ⅲ

年
展
」
開
催

２
月
４
日
か
ら
３
月
喝
日
ま
で
、
神

戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
神
戸
阪
急
６

階
）
に
て
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
Ⅷ
年

展
が
開
催
さ
れ
た
。
伽
年
に
わ
た
る
歴

史
を
も
つ
パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

を
４
つ
の
時
代
に
分
け
、
世
界
的
な
コ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ベ
バ

リ
ー
・
バ
ー
ク
ス
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

約
帥
点
で
構
成
。
窮
屈
な
コ
ル
セ
ッ
ト

の
時
代
か
ら
、
肩
や
背
中
を
見
せ
た
エ

城
さ
ん
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
お
み
や
げ
選

び
に
も
最
適
。
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
見

て
下
さ
い
。

■
セ
ル
コ
ン
レ
ー
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
２
１
２
‐
７

宵
０
７
８
１
２
４
２
１
５
９
１
６

☆
神
戸
服
装
専
門
学
校

Ⅷ
春
夏
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
催

２
月
拓
日
、
兵
庫
県
民
会
館
９
Ｆ
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
「
ネ
オ
・
エ
ポ
ッ
ク
エ回神戸服装専門学校神戸市灘区永手町2 - 3 - 1 7

河07 8 8 5 1 - 3 9 4 7

（
３
０
０
０
円
）
が
人
気
。
「
こ
れ
だ
け
の

ア
イ
テ
ム
が
揃
っ
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
め
ず
ら
し
い
で
す
よ
」
と
同
社
の
岩

拓字霊魂 レ
ガ
ン
ト
な
装
い
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
な

ど
、
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
っ
て
き

た
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
世
界
を
紹
介

Ｐ

簿
頚
職

１
６６
１

騒織: 蝋鍵
;: 翌騨里謡? 字勺

i鍵議螺認銀漢覇
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静
動
を
兼
ね
備
え
た

現
代
的
な
お
嬢
さ
ん

一

西
係
三
智
子
さ
ん

〈
棒
握
嵯
蔀
率
蜘
吠
惇
嘩
獅
群
陶
芸
科
卒
業
〉

紳
杉
６
才
擬
鼎
ん
剛

ヨ
豊
の
ヨ
里
駕
一
惹
号
云
呂
、

配晒一
ノ I

- l W - I I
弔罷－

１ＩｉＷｉＩ
#』
亭唱｜
乱Ｉ彰

＆
（
《

一

（
曇
《

ノ
嘩月

》
』

的
」
な
内
面
性
で
、
西
牒
三
榊
子
さ
ん
は
、
推
薦
者
／
佐
藤
廉

そ
の
表
裏
一
体
を
兼
ね
備
え
た
娘
さ
ん
だ
。
〈
元
町
画
廊
代
表
〉

「
動
」
の
活
発
性
で
、
父
上
の
〃
ア
ト
リ
エ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
〃
の
お
手
伝
い

を
し
、
陶
芸
で
身
に
つ
け
た
内
面
性
の
「
静
」
を
、
母
上
の
〃
が
つ
れ
り
あ

馬
皿
〃
に
生
か
す
。
そ
れ
を
既
に
実
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
現

代
神
戸
っ
子
の
”
お
嬢
さ
ん
〃
の
典
型
だ
。
（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）

小
学
生
か
ら
乗
馬
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
テ
ィ

ー
な
お
嬢
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
現
代
の
「
動

的
」
な
外
面
性
と
、
初
田
美
術
研
究
所
を
経
て
、

奈
良
芸
術
短
大
美
術
陶
芸
科
を
蛇
年
に
卒
業
、

今
も
陶
芸
を
続
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
静1

Ｆ

且

蝋
ｒ

１
９

『
Ｊ
ｒ
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二
一
三
一
全
土

一
一
一
一
一

二
一
一
一
一

－ ー－－ 旅
館
の
若
女
将

さ
わ
や
か
な
お
嬢
様

先
山
万
紀
子
さ
ん

〈
岬
硫
謬
誇
殴
峠
錘
鐸
御
鋤
間
叫
癖
嵯
鯛
濡
業
〉

神
〃
６
才
媛
イ
ん
剛

ヨ
四
号
ヨ
ョ
馬
一
一
の
号
六
号
⑬

iii蕊雲霧富 ８
兵

剖芦
一
筆

部
・
ロ
ヂ
マ
釦
盈
シ
該
壷

旦
雫
屋
矛
》

麓･'雪

》

竜
一

‐
一
一
》
．

戸
・
祷
噺
、
剖
膨

『
挿
瞬
！
．

る
。
甲
南
女
子
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
ま
も
な
推
薦
者
／
平
田
郁
子

く
、
実
家
の
旅
館
有
馬
温
泉
「
奥
の
坊
」
を

〈
画
家
〉

継
が
れ
若
女
将
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
が
「
大
好
き
」
と
お

っ
し
ゃ
る
万
紀
子
さ
ん
で
あ
る
が
、
や
は
り
人
に
も
言
え
ぬ
ご
苦
労
も
お

あ
り
と
思
う
の
で
、
理
解
あ
る
素
敵
な
お
婿
さ
ん
を
見
つ
け
ら
れ
、
一
層

お
幸
せ
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
私
も
母
の
様
な
気
持
で
祈
っ
て
い
る
。

（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）

万
紀
子
さ
ん
は
、
娘
の
親
友
の
一
人
で
あ

る
。
彼
女
は
一
人
っ
子
な
の
で
娘
と
は
、
ま

る
で
姉
妹
の
様
に
悩
み
や
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
て
い
る
。
い
つ
お
会
い
し
て
も
明
る
く
、

さ
わ
や
か
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
お
嬢
様
で
あ

劉澗

線華
。

ぷ
呼

ｰ

R曇塞

呂可詞

庭
霧蕊

』 一
一
群

堅’
舞

毒

霧
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神戸のデートコースとして
定落したハーパーランド。
特にこれからの季節、カッ

プルが目立つ。オーガスタで
はそんな二人をフォトハンテ
ィング。２人のＫＩＳＳシーンと
全身スナップを撮影、５月１４
日から行われる「スーパー
ＫｌＳＳコンテスト」でベストカ
ップルに選ばれれば、豪華商
品が。
とりあえず、４月２９日から

５月５日まで、自信のあるカッ
プルはオーガスタプラザに向
かえ！

riRi
膨

〆 、モザイクの春は､ ストリートから始まる
４月２９日から５月８日まで、モザイクは「海の広場」が

ステージとなる。
マジックあり大道芸あり、マウンテンバイクによるア
クロバットショーやけん玉パフォーマンス、ほかにもス
トリートダンスにパントマイムと次から次へくりひろげ
られるパフォーマンスは、きっと楽しい。

S ＳＫｌＳＳ
i#蟻

副

、

認
雲霞ハ

Ｅ写 L‐
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『Ｗ
ニミー

②ハーバーランド芸人フリーマーケット●T A K E A W A L K H A R B O R L A N D

『． △パントマイムにマジックに芸人たちが大集合
毎日、１２２００～１７g o o までオープン

｜
神
戸
ブ
ラ
ン
ド

神戸が誇る特産品の数々

、

４月２４日( 日）

冠
０
７
８
．
３
６
０
．
１
８
１
０

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
神
戸
。
そ

ん
な
天
然
の
素
材
を
生
か
し
た
神
戸
の

特
産
品
が
い
っ
ぱ
い
生
ま
れ
ま
し
た
。

神
戸
ワ
イ
ン
、
神
戸
ビ
ー
フ
、
神
戸
チ

ー
ズ
、
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
…
。
今
や
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
れ
ら
特
産
品
の
数
々
を
、
み
な

さ
ん
に
お
届
け
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
モ
ザ

イ
ク
２
Ｆ
に
あ
る
〃
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
“
・

産
地
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
、
本
物
の

ク
オ
リ
テ
ィ
だ
け
を
集
め
て
い
る
か
ら
、

高
品
質
で
新
鮮
度
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
。

産
地
か
ら
販
売
ま
で
が
神
戸
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
一
本
の
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。
３
月
４

Ｐ

｢ 大道芸パフ

普段よりパワーアップして

４
月
１
日
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

に
登
場
し
た
「
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
」
。
こ
れ

は
芸
人
の
芸
人
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
ジ
シ
ャ
ン
や

ジ
ャ
グ
ラ
ー
、
ピ
エ
ロ
な
ど
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
繰
り
ひ
ろ
げ
、
ワ
ゴ
ン
に
並

ノ

日
に
は
新
装
オ
ー
プ
ン
し
、
さ
ら
に
内

容
を
充
実
い
た
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
は
、
店
内
に
「
自
然
観

光
案
内
所
」
が
開
設
、
特
産
品
を
育
ん
だ

神
戸
の
自
然
施
設
も
紹
介
し
て
く
れ
ま

す
。

オーマンスロ

鱗$み
Ｉ
仁
が

千
回 く

ら
れ
た
芸
人
グ
ッ
ズ
を
実
演
販
売
し

て
く
れ
る
。
ま
た
季
節
ご
と
に
行
わ
れ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
。

こ
の
「
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
」
、
３
６
５
日
、

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
あ
ち
こ
ち
を
移
動

し
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
探
し
て
み

て
ね
。Ｉ

１

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
食
卓
に
、
神
戸
の

香
り
と
味
を
届
け
て
く
れ
る
神
戸
ブ
ラ

ン
ド
に
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

下
さ
い
。

ここで出会える、
｢ G A K U Y A 」のありか
4／１１(月)～／１５（金）

キャナルガーデン
4／１６(土)～／3 0 (土）
モザイク「海の広場」．ノ

お問い合わせ･ ･ ･ 公0 7 8 . 3 6 0 . 3 3 3 3 神戸ハーバーランド情報センター

一

４

モ
ー

KOBE⑩BRAND ▼グッズの使い方から芸ごとの相談まで、
何でも気軽に聞いてみて
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|TAKEAwAL……。 デュオこうべ春のイベント
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傍
染
付
芙
蓉
手
花
鳥
文
皿
‐

寺
も

Ｉ
雷
判

“
■
■
⑥
伊
Ｌ

'１
か

一
徹
の

酒
場
だ
よ
り庄川位

「
“

“
・
司
徹
の
酒
場
だ
よ
り
ノ

衝
／
７
（
木
）
〜
４
／
帽
（
火
）
Ｌ

一
徹
の
》
調
和
シ
咋
晴
岬
提
琴
確
騨
詫
識

毒
騨
」
酒
場
だ
よ
り
妬
く
．
も
っ
た
バ
ー
と
い
う
空
間

．
塵
：
鑑
を
黒
と
白
の
切
り
絵
で
表

酎
△
現
。
今
回
は
昨
年
出
版
さ

隅
蝿
蕊
購

６
年
前
よ
り
御
主

人
の
意
志
を
引
き
継

ぎ
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
絵
画

造
形
教
室
」
を
主
催

し
て
い
る
山
田
福
子

さ
ん
。子

供
か
ら
大
人
ま

で
、
彼
女
の
教
え
子

達
の
絵
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
生
か
し
た

形
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

▲子供と大人の絵のコラボレーションが楽しい

画一

ぐ
数
多
く
の
逸
品
が
並
ぶ

ア
ー
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

デ
ュ
オ
ぎ
ゃ
ら
り
Ｉ

、 画
０
７
８
．
３
６
０
．
３
６
４
０

ＭＯＯＮ－ＬｌＴＥ

、
界

く

で博

IiJI：

一二一一～‐＝＝

湛

申

『
雪
・
こ
ど
も
と
大
人
の
絵
画

Ｊ

毎
／
幻
（
木
）
〜
４
／
ぉ
（
火
）

」

１

芙
蓉
手
と
は
、
江
戸
初
期
に
日
本
に

も
輸
入
さ
れ
、
汀
世
紀
の
景
徳
鎮
窯
で

焼
造
さ
れ
た
一
群
の
染
付
中
国
磁
器
の

特
殊
な
図
様
の
こ
と
。
天
地
を
持
っ
た

中
央
部
の
絵
付
を
、
放
射
状
に
分
割
し

た
周
縁
が
と
り
ま
く
図
柄
が
、
芙
蓉
の

花
に
見
た
て
ら
れ
て
、
江
戸
期
の
茶
人

に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
図
柄

は
日
本
の
有
田
窯
や
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル

フ
ト
窯
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。

そ
ん
な
汀
〜
畑
世
紀
の
東
西
交
流
を
染

付
の
名
品
で
た
ど
り
ま
す
。

建

毎
／
又
火
）
ま

神
戸
市
立
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Ｌ

①肩マッサージ

／ 、

劃

③マッサージ（胸もと、首、顔）

Ｆ１

『 可

心
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
で
お
申
込
下
さ
い

f4j“念,弓忽曙嘩

④
パ
ッ
ク

お
肌
の
状
態
に
合
わ
せ
、
保
湿
、
補
給
、
漂
白
、

鎮
静
、
張
り
を
出
す
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
の
お
肌
に
合
わ
せ
た
パ
ッ
ク
を
、
プ
ロ
の
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
が
選
び
ま
す
。

〃
ト
リ
ー
ト
メ
ン
体
験
コ
ー
ス
〃
を
ご
優
待
価
格

（
￥
１
２
，
０
０
０
税
別
）
で
行
い
ま
す
。

Ｆ
一

GUERl-AlN
､AＲＩＳ

ホテルオークラ神戸店
のL 一一

' ・謹直§
’ｖ

エレガントタイム
■

S P R l N C
E S T H E T l C

②スクラブ（毛穴の汚れ、角質除去）

、
④パック

Gtf敵ｌＮ
ＩＷｕＳ

ホテルオークラ神戸店

』

①
肩
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

肩
の
凝
り
、
背
中
の
凝
り
、
目
の
疲
れ
を
す
っ
き

り
取
り
除
き
、
こ
の
後
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
効
果

を
い
っ
そ
う
高
め
ま
す
。

③
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
胸
も
と
、
首
、
顔
）

た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
、
ハ
ン
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
よ
り
優
雅
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
指
の
第

１
関
節
を
使
っ
て
お
肌
に
負
担
を
与
え
る
こ
と
な
く

行
う
ブ
ッ
シ
ン
グ
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
ゲ
ラ
ン
独
自
の
ド

リ
ー
ト
メ
ン
ト
法
。
筋
肉
を
活
性
化
さ
せ
、
血
液
循

環
を
活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
ジ
ワ
、
た
る
み
、

お
肌
の
く
す
み
等
、
老
化
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

深
い
眠
り
に
誘
い
こ
ま
れ
る
ほ
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

②
ス
ク
ラ
ブ
（
毛
穴
の
汚
れ
、
角
質
除
去
）

古
く
な
っ
た
角
質
層
を
取
り
除
き
、
キ
メ
細
か
く

な
め
ら
か
な
感
触
の
お
肌
に
し
ま
す
。

花
が
咲
き
乱
れ
る
美
し
い
季
節
、
お
肌
も

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
ゲ
ラ

ン
パ
リ
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、

春
の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
順
序
と
効
果神戸市中央区波止場町２－１

メリケンパーク内
ホテルオークラ神戸7 Ｆ

TEL｡(078)391-7811
担当後藤

ノ

句
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、

祭
典
を
契
機
に
但
馬
二
十
一
万
ｉ
分

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

ｌ
但
馬
理
想
の
都
の
祭
典
Ｉ

弓

一
過
性
で
は
な
く

新
し
い
但
馬
の

起
爆
剤
に
な
る
お
祭
り
に

小
室
こ
の
四
月
九
日
か
ら
一
年
間
開
催

さ
れ
る
〃
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
〃
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

今
井
今
ま
で
の
但
馬
は
高
度
成
長
期
に

乗
り
遅
れ
た
感
が
あ
り
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
い
う
思
い
を
誰
も
が
持
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
で
今
回
、
但
馬
一
市
十
八

町
を
挙
げ
て
祭
典
を
催
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
今
年

五
月
に
開
港
す
る
但
馬
空
港
で
す
。
兵
庫

県
の
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
い
ろ
ん
な

格
差
を
縮
め
る
こ
と
が
本
当
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
貝
原
県
知
事
か
ら
も
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
頂
い
て
い
ま
す
。
但
馬
は
開
発
は
遅

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
自
然

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
自
然

を
で
き
る
だ
け
こ
わ
さ
な
い
よ
う
、
但
馬

の
住
民
の
利
便
性
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
来
祭
り
と
い
う
の
は

一
過
性
の
も
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く

定
住
人
口
を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
但
馬

の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
し
た
の
で
す
。

今
、
環
日
本
海
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
但
馬
の
人
々
は
南
ば
か
り

を
向
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
祭
典
を
き

っ
か
け
に
、
日
本
海
の
向
こ
う
側
の
国
々

と
の
交
流
も
大
切
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
室
侃
馬
は
山
、
川
、
海
、
雪
、
味
と

い
っ
た
〃
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
“
と
も
い

え
る
田
舎
の
良
さ
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
日
本
の
い
い
意
味
で
の

〃
偉
大
な
る
田
舎
″
に
な
れ
ば
ど
う
か
、

と
貝
原
知
事
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

私
は
先
Ｒ
、
竹
村
健
一
さ
ん
の
会
で
但
馬

へ
行
き
ま
し
た
が
、
近
畿
自
動
車
道
を
抜

惨

●
小
室
豊
允
の
《
夢
対
談
》

〃
新
世
紀
を
語
る
〃

ａ

蟻〃

●

，

今
井
晶
一
一
一
〈
瀞
一
議
鍔
会
会
↑

小
室
豊
允
〈
姫
踏
綴
協
大
学
教
授
》

画
室
・
竺
画
圏
一
‐

今井晶三氏

Ｆ

小室豊允氏

二銅

l』。

国
国
階
一
』
序
一

全面
三
里

、
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と
こ
ろ
の
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
を
見
て
い
め
は
と
い
う
よ
り
、
ぜ
ひ
全
部
ま
わ
っ
て

／ な け
る
と
、
大
阪
か
ら
豊
岡
ま
で
二
時
間
程
小
室
い
さ
さ
か
挑
戦
的
に
言
え
ば
、
世
ヨ
ー
ク
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
よ
。
青
森
で

で
行
け
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
馬
に
は
三
つ
の
非
常
識
が
あ
り
ま
す
。
一
も
〃
地
吹
雪
ツ
ァ
ー
〃
と
い
う
の
を
し
て

今
井
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
お
そ
れ
な
け
れ
っ
は
先
ほ
ど
、
市
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
い
ま
す
し
、
発
想
の
転
換
が
大
切
な
の
で

ば
…
（
笑
）
・
大
体
二
時
間
半
位
で
し
ょ
う
。
う
に
、
今
ま
で
南
ば
か
り
向
い
て
い
た
と
す
ね
。

い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
雪
が
多
い
た
め
に
今
井
祭
典
も
最
初
は
一
年
は
長
い
の
で

美
し
く
厳
し
い
自
然
を

発
展
し
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
す

味
方
に
つ
け
る

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
パ
リ
も
、
地
球
が
、
但
馬
か
ら
ス
キ
ー
、
カ
ニ
、
温
泉
を

発
想
の
転
換
が
大
切

俵
を
見
る
と
豊
岡
よ
り
も
北
に
あ
り
ま
す
楽
し
め
る
冬
を
取
る
と
魅
力
が
半
減
し
て

た
の
で
す
が
、
「
今
度
は
雪
の
降
る
時
に
使
っ
て
約
三
時
間
で
す
。
週
末
に
ド
ラ
イ

ｌ

上驚
'

、

《窒濁
渡

函

聖量

＝墨 z ■_ ｺ ｰ ｰ D F B

多彩なイベントのパンフレットを前に

海
側
は
重
工
業
が
盛
ん
だ
と
う
ら
や
ま
し
逸
し
て
催
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

が
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
鉄
小
室
祭
典
に
は
大
き
く
五
つ
の
イ
ベ
ン

今
井
全
く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
但
馬
の
魅
力
を

但
馬
の
人
々
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
存
分
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
勘

同
じ
鉄
で
も
パ
チ
ン
コ
の
売
上
げ
は
十
八
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

兆
円
あ
る
の
で
す
（
笑
）
。
こ
れ
は
、
物
よ
今
井
大
但
馬
展
、
仙
馬
・
海
中
公
園
展

り
も
ソ
フ
ト
や
感
性
が
こ
れ
か
ら
の
経
済
但
馬
・
森
の
文
化
展
、
佃
馬
・
食
文
化
プ

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ラ
ザ
、
但
馬
・
空
の
文
化
展
の
五
つ
が
催

か
ら
ね
。
そ
れ
か
ら
三
つ
目
は
、
瀬
戸
内
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
一
年
を

来
た
ど
と
。
雪
も
一
つ
の
観
光
資
源
な
ブ
が
て
ら
来
て
頂
け
れ
ば
、
フ
ル
シ
ー
ズ

の
で
す
。
ン
、
き
っ
と
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
よ
。

( ５つの文化展ご案内）

小
室
雪
の
ふ
ぶ
い
て
い
る
時
の
ニ
ュ
ーr z コョトヰヤ骨”＝こうちゃ八

れ
ば
そ
う
で
は
な
い
。
昨
年
の
夏
、
台
湾
ば
、
そ
の
良
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
神
戸
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
外
爾
部
か
ら
兇
見
て
下
さ
い
（
笑
）
。
一
度
来
て
頂
け
れ

の
年
間
の
販
売
量
は
十
五
兆
円
、
そ
し
て
卜
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
特
に
お
勧
め
の

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
が
来
世
さ
れ
ら
も
姫
路
バ
イ
パ
ス
、
播
但
連
絡
道
路
を

[ 快適但馬と新しいライフスタイルの創造］

1994.4.9->1995,3国118
開催地I 兵庫県但馬全域( １市1 8 町）

但馬･ 理想の都の祭典
但馬各地で１年間にわたって５つの文化展をはじめ
３５０を越えるイベントを開催します。四季折々に
彩りをかえ、国際交流、教育、文化などあらゆる領
域で、また、展示、大会・コンベンションなど、さ
まざまな形態で多種多様に展開します。

第4 5 回全目植樹祭を契機に、森の文化への理解を深めます。
③但馬・食文化プラザ（和田山町）・…･ …………．Ｈ６．審、夏、秋
但馬の「里」の文化を、食文化を通して紹介します。

④但馬・空の文化展（但馬空港）……･ …･ …．Ｈ６．４．９～1 1 ．６
但馬の空と人との関わりあいを組介します｡

③大但馬展（登岡市）…･ …･ ･ ･ …･ ･ ･ ･ …………｡ Ｈ６．４．９～６．３０
但馬の先人の活躍ぶりを通し_ 但馬の素晴らしさを紹介します｡

①但馬・海中公園展（香住町）…･ ‘…･ ･ …･ ･ ･ ･ . Ｈ６，４．９～１２．２５
但馬の海の海中･ 海上探訪､ つくり育てる漁業などを紹介します｡

●但馬．森の文化展（村岡町）…. . . ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ …･ …･ ･ ･ ･ ･ …．Ｈ６，５．２２

［神戸事務所］
〒6 5 O 神戸市中央区下山手通5 - 1 0 - 1 兵庫県庁
TEL.(078)362-3996.FAX.(078)362-3975、

く

但馬｡ 理想の都の祭典実行委員会
〒6 6 8 豊岡市山王町1 1 - 2 8

TEL.(0796)24-6700．FAX.(0796)24-6704
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陸・～期
易

4 / 9 t B ～6 / 3 0 ㈱豊岡市／市総合体育館じばさんＴＡＪｌＭＡ
４/ 9 出～1 1 / 6 ( 日）。／但馬空港
4 / 9 出～3 / 1 8 仕）′／城崎マリンワールド
4 / 9 仕) ～3 / 1 8 仕）〃／玄武洞ミユージアム
4 / 9 出～1 1 / 2 0 ( 日）′／円山川公苑
5 / 1 2 体j ､ 1 期) ､ 2 6 体' 他′／城崎カンツリークラブ
4 / 2 3 由～6 ／5 ( 日）〃／円山川公苑美術館
5 / 3 ( 火 ) ～ 5 ㈱′／市民体育館
5 / 3 脚～ 5 ㈱〃／じぱさんＴＡＪ１ＭＡ
５ / 1 5 ( 日）′／じばさんＴＡＪｌＭＡ

５ｎ７ｔｋ）〃／市内
5 / 2 2 ( 日）′／じぱさんＴＡＪｌＭＡ
５ / 2 9 ( 日）金／市民会館
5 / 2 1 田城崎町／城崎大会誰館
4 / 9 仕] ～3 / 1 8 出竹野町／北前館及び周辺
5 / 2 ( 月 ) ～ 3 脚像／北前館及び周辺竹野小学校
4 / 9 出～1 2 / 2 5 ( 日）香住町／香住漁港( 東港）海の文化館ほか
4 / 9 仕) ～1 2 / 2 5 ( 日）グ／海中公園展中央公民館ほか
5 / 2 7 閏～2 9 ( 日）′／訓谷海水浴場
5 / 1 2 榊～ 1 8 ㈱′／海中公園展中央公民館
4 / 9 出～1 1 / 6 ( 日）日高町／但馬空港
4 / 9 出～3 / 1 8 ｔ1 Ｊ′／植村直巳冒険館町文化体育館ほか
5 / 1 ( 日) ～1 1 / 2 5 栓）′／大岡ゴルフ倶楽部

5 / 1 ( 日) ～9 / 3 0 桧）′／大岡ゴルフ倶楽部クラブハウス

5 / 3 ( 火 ) ～ 4 伽〃／町民センター
4 / 9 t t ) ～3 / 1 8 ( 土）出石町／出石グリーンランド
4 / 3 0 t I j ～5 / 5 ㈱′／文化会館町民センター他

5 / 1 ( 日）。／文化会館

5 / 1 5 ( 日) ～2 2 ( 日）紗／本覚寺境内
5 / 2 8 仕) ～2 9 ( 日）〃／文化会館
5 / 2 2 ( 日）村岡町／瀞川平
4 / 9 t B ～3 ﾉ 1 8 ｔｉｊ浜坂町／マリンポーチ
4 / 9 t B ～3 / 1 8 t l j ′／先人記念館
5 / 2 8 ( 二t j ～2 9 ( 日）′／しおかぜ通り多目的集会施設ほか
5 / 3 C A O ～4 鯛美方町／秋岡パス操作場
5 / 1 出～1 0 / 2 2 ③温泉町／リフレッシュパークゆむら
5 / 5 ㈱′／熊谷地区
5 / 2 6 ㈱～2 9 ( 日）〃／健康公園体育館
4 / 9 t i j ～5 ﾉ 8 ( 日) 他八鹿町／但馬全天候運動場八鹿平六本家ほか
4 / 1 6 仕) ～8 / 2 7 出′／高柳地辰全域
5 / 2 ( 月) ～4 ㈱′／妙見山～蘇武岳～三川山

5 / 4 ㈹〃／椿色地内小佐川
5 / 7 出～ 8 ( 日）〃／妙見自然の家
5 / 8 ( 日）〃／中村の赤米田
5 / 1 6 ( 月) ～2 1 出〃／八鹿郵便局
5 / 2 9 ( 日）’／町民会館
5 / 1 ( 日）養父町／ピパホール
5 / 3 ㈹鞍／石ケ堂古代村キャンプ場
4 ﾉ 9 t け～3 / 1 8 仕］大屋町／由良･ 若杉セカンドハウス村
4 / 2 9 閏～1 1 / 6 ( 日）生野町／史跡生野銀山
4 / 9 出～5 / 8 ( 日) 他和田山町／文化会館ほか
4 / 9 U j ～9 / 3 0 ( 封学／ゴルフハンズ和田山コース
4 / 9 日j ～1 1 / 6 ( 日）山東町／ヒメハナ公園
5 / 2 6 ㈱～5 / 2 7 桧j 他〃／山東カントリークラブ
4 / 2 4 ( 日) ～5 / 8 ( 日）”／ヒメハナ公園
４月～ 3 月〃／農村広場ホテル好楽回球場
5 / 9 ( 月) ～1 2 ㈱′／南但馬自然学校
5 / 2 1 山′／町民ホール
4 / 9 出～3 / 1 8 仕〉朝来町／さのう高原

4 / 2 9 （金）～3 / 1 2 旧）′／グリーンオアシス朝来さのう高原ほか
5 / 1 ( 日) ～5 体) 〃／村おこしセンター

大但馬展
但馬・空の文化展
海の生物展S e a Ｚｏｏ
世界の石の花・華の博覧会
ＴＡＪＩＭＡ・円山川カヌーフェアー
祭典協賛ゴルフ市民・町民デー
兵庫県立円山公苑美術館企画展
第2 5 回風信まつり
但馬を描いた絵画展
第２２回尚美流全日本きもの浩付け
選手権近畿地区大会
コミューター航空国際シンポジウム
O N E らいぶ9 4 フェスティバル
豊岡女性合唱団1 5 周年記念リサイタル
第2 3 回全国林業後継者大会
北前船展
北前船のまちの集い
但馬・海中公園展
世界カニ香住フェスティバル
ジェヅト．スキー．レースi n 佐津
かすみ．香りフェスティバル
但馬・空の文化展
植村直巳冒険展
但馬．理想の都の祭典
但馬・四季彩' 9 4 ゴルフ
但馬・理想の都の祭典
但馬・四季彩' 9 4 ステーキ祭り
日高エビネ愛好会第1 0 回記念展示会
ケートポール大会
国際交流フェア慶州
＆出石ひぼこふるさとまつり

環日本海歴史・文化シンポジウム
r 渡来の神･ 天日槍」
出石の町花てつせん・クレマチス展
ひょうご舞台芸術の制作・上演
但馬･ 森の文化展
“未来の水族館, , マリンポーチ展
先人記念展一浜坂の先人たちー
第８回浜坂町睡麟獅子マラソン大会
小代渓谷まつり
ジャンボかぼちゃ祭り
第２回温泉町花と緑のフエステイバル
杜氏が創る「全国日本酒まつり」
但馬・風土村
高柳の里・彫刻造形展
但馬の大自然を歩く会
ブナウォーク但馬中央山脈縦走大会
第８回小佐川つり大会
森のグルメ・野草を食べる会
小佐の赤米お田植え祭り
第1 5 回水墨画展
第1 3 回八鹿町民芸能祭
第５回r 八声会｣ 但馬の祭典記念演審会
第６回古代村まつり
ログハウス体験宿泊
生野・銀の工房展
但馬・食文化プラザ
“熟年ライフ新発見' ’
ヒメハナまつり
但馬祭典デー
若葉まつり
交流人ゲートボール大会
国際自然学校フェスティバル
音楽アンサンブル「虹」
朝来パラグライダー教室と
スカイスポーツ朝来カップ

四季彩あさごふるさと感謝祭
創業記念おもしろイベン卜

５
月
の
催
し

可

「
‐
﹈

ﾂ墨；

ｗ届

層動 鱈

季の料理の展示、
料理教室、たらふ
く鍋､ レストラン、
特産品のバザール
など食の魅力いっ
ぱいです。

$

■
恥

４月2 9 日( 祝) ／ミズバショウハイキング
大屋苅加保坂はミズバショウ分布の南西限
で学術的にも貴重な地域。４月下旬～５月
上旬にかけてが見頃です。

Ⅲ

５月８日（日）／小佐の赤米お田植え祭り
小佐の木筒が平城宮跡から出土したことに
ちなんで栽培している赤米の田植え行事。
田植えを終えると赤米がゆのふるまいも。

和田山町，

51側
その＠‘

但馬・食文化プラザー但馬の里の文化一
春平成6年４月９日～５月８日夏７月2 3日~８月2 8日
秋９月23日～11月７日

但馬の｢ 里｣ の文化を､ 食生活を通して紹介、
未来の食文化について考えます｡ 但馬の四ワ
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堅■

ようこそＴＡⅡＭＡへ！
わたしたちも歓迎致します。

快適但馬と新しいライフスタイルの創造

旅行代金お三人当り２２，８００円

但馬･ 理想の都の祭典。

丑■

四拳奮1994.4.洲995.3罰１８開催地| 兵庫県但馬全域( １市1 8 町）

平成６年４月から平成７年３月まで１年間にわたって開催される“但馬・理想の都の祭典" 。
四季を通じてあるいは四季おりおりに彩りを変えながら､ ｢ 人･ 海･ 森･ 里･ 空｣ をアピールする
５つの文化展をはじめ3 5 0 を越える多彩なイベントが次々に展開されます。

但馬{ こ行くと、こ～んなきれいな
星Z P が見えるらしい。

但馬･ 理想の都の祭典実行委員会
〒6 6 8 豊岡市山王町1 1 - 2 8

TEL,(0796)24-6700.FAX.(0796)24-6704
［神戸事務所］

〒6 5 O 神戸市中央区下山手通5 - 1 0 - 1 兵庫県庁
TEL.(078)362-3996.FAX.(078)362-3975

〈

3 0 名様以上金曜日発の場合2 3 , 8 0 0 円

ｊ掴

れてＨｅ
ノ詑一

ﾁ テ希呈 ：芦旦皇天の糖立===伊鰻(舟屋の里)＝
一丹後半島言網野 = ＝＝城崎 ( 泊）
、二日目
城崎＝< 但馬海岸有料> ＝香住･ 但馬海中公園展
＝ = ＝＝和田山一神戸

綱野= ＝＝城崎( 泊）

神戸三ノ宮支店

圏(078)252-1017

■●■

旅チテ日９里年昌４月～６月
一α泊 2 日 ･ 日曜日～金曜日殉

宿ｊ白

ＰＨＯＴＯ/ 大屋町･ 和田祐之

イ旦馬には果てしなく広がる大自然があります。
そして､ 果てしなく広がる大星夜があります。
一人になって自分をみつめる旅に出たとき､ や
はり見たくなるのはいつでも変わらぬもの。
町並みは変わっても､ 心に輝きつづける星達を
一度但馬に見に来て下さい。
●但馬･ 星の見えるまちをＰ6 2 . 6 3 の
「但馬見聞録｣ で紹介しています。

胡
恨
一蝋

問い合わせ

団体プラン 日曜日発の場合2 5 8 0 0 円

; 照驚撫

(旅行代金に含まれるもの: 貨切パｽ , 剛賢･ 顕２回)
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☆神戸唯一のボルポネーゼトータルブティック

EIBiiI職;ｉ

神戸市中央区元町通２丁目5 - 7 缶3 3 1 - 4 7 0 7

、
ＫＯＢＥＥＸ℃ＥＬＬＥＺＶＴＳＨＯＰ

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N
☆よろず御槻衣謎上虚

神戸三ﾉｬﾘ ﾉ

，一一ー

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。 ノ

爵神戸シャツ目

神戸市中央区三宮町３丁目１－６冠3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

SEinche

班

オフタイムはカジュアルなソフトシャツで
着ていることを忘れてしまうような、優しい肌ざわり。

着心地のよい ｼ ｬ ﾂ との出逢いは

爽快で活気に満ちた時を貴方に運んでくれることでしょう。

着る人の個性をより鮮やかに語り、

精神に輝きとI ‘ ｣ 信をもたせる

『神戸シャツ』のオーダーメイドシャツ。

オフタイムにはカジュアルな生地のソフトシャツで・

アクティブな 1 時をお過ごしドさい。

ﾛ１

☆婦人帽子

､ Q 、堅うぐ｡ ､竃ヘ
マキシン

神戸市中央区北長狭通２丁目６－１３竃3 3 1 - 6 7 1 1

神戸校
壷(078)222-3987

神戸市中央区元町通３丁目１－１２壷3 9 1 - 0 0 1 4

撮影協力／ヒビヤフラワーアカデミー
神戸市中央区北野町1 - 2 - 1 2

カメラ／松原卓也

杢
一
唇
套

へ
ソ

杢
一
唇
套

☆伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店
ｌ
“
秤
｛
》
睡
唖
唖
母
唖
二
峰
一

■
ｒ ｉ

神戸市中央区元町通４丁目2 - 2 2 金3 4 1 - 0 6 9 3
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藤本
続紀子の

おしゃれ雲
除霜雲蕊

、

亀

ノ

藤
本
昨
年
胆
月
行
わ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
で
、
姫
路
城
が
法
隆

寺
と
と
も
に
日
本
で
初
め
て
世
界
文
化

遺
産
に
指
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戸
谷
姫
路
城
は
日
本
の
城
郭
建
築
史

上
最
も
傑
出
し
た
建
造
物
で
あ
り
、
木

造
城
郭
建
築
群
。
堅
牢
な
石
垣
と
土
塁
．

白
色
の
土
塀
か
ら
椛
成
さ
れ
る
椛
造
が

最
も
よ
く
残
っ
て
い
る
こ
と
等
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
長
い
歴
史
の
中
で

一
度
も
戦
や
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
な
く
、
日
本
の
宝
と
し
て
保
護
・
継

承
と
周
辺
普
備
に
力
を
注
い
で
き
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

藤
本
細
部
を
兇
せ
て
頂
い
て
美
し
さ

と
守
り
の
鉄
壁
さ
に
感
動
致
し
ま
し
た
、

世
界
遺
産
姫
路
城
記
念
行
事
『
キ
ャ
ス

テ
ィ
バ
ル
“
』
も
開
か
れ
て
い
て
、
各

地
か
ら
大
勢
来
』
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

戸
谷
指
定
が
決
ま
っ
て
訪
れ
る
人
の

数
が
倍
近
く
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
市
災
交
流
を
更
に
深
め
、
Ｕ
本
文
化

の
良
さ
を
国
の
内
外
に
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
姫
路
城
を
い
か

に
保
存
し
て
い
く
か
。
日
本
で
最
初
に

指
定
さ
れ
た
世
界
文
化
遺
産
を
持
つ
ま

ち
と
し
て
広
く
「
世
界
遺
産
」
の
保
護
・

継
承
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
祝
・
世
界
遺
産
姫
路
城
記
念
行
事
『
キ
ャ
ス
テ
ィ
バ
ル
別
』

世
界
に
誇
る
炉
硲
松
司
さ
ん

「
姫
路
城
」
諜
蝿
舜
藻
》

戸谷姫路市長と藤本さん。姫山の地に初めて砦が藻がれたのは1 3 3 3 年‐赤松氏の時代といわれている以来１３氏4 8 代力
城主を務め‐雄塵にまみれることなく今日に至っている赤松氏の鵠西国統治の重要拠点として羽柴秀吉･ 池霞測政
本多忠政が』成Ｌ夢を託して拡張今見られる全容が整ったのは職乱の世が落ち鱈いた１６１７年のことである

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



謎墨〆 叫
閉

／

今年の1 2 月までに四季折々 に多彩なイベントを開催します。
、お問い合わせはキヤステイバル事務局冠(0792)21-2392.3.

一可

翠出《凸

塞地塀発掘鯛盃で確認された西伽屋敏跡武家屋溌跡
通路などの地制をそのまま学かＬて濫瀞されてしる

瀬戸内海をイメジした大池
向こうに姫路城の櫛か見える

茶室双 # 酎庵で
が見え江戸賭

庭の向こうに天守閣四季言を彩る樹木や草花

雲蕊曜誉謹鐘謹怠
西の丸から見た天守閣白翠の霊う姿にたとえ「狭間と呼ばれる円形 - 方形 ･ 三角形の孔からほ
られるほど蝋正で要しい晋錘弧や矢を浴びせるようになっている

ＴＶ暴れん坊将亜でよく登鶏するアングル
左端はボランティアヵ ｲ ドのおじさん

姫闘が生んだp われらがケンソー｡ . の唾皿ぱるステージ

ＫＩ目ＮＺＯショー
酉会期／５月１４日出･ １５日（日）
■会場／姫路市厚生会鯨

パリ、ミラノ竪ニューヨーク･ …･ ‘世界のファッション界を
リードし続ける姫路出身のテザイナー高田賢三氏が、め
くるめく夢のような美しいステージをふるさとで公演。
姫路の新しい都市文化の魅力を世界に向けて発信します･

9４

渡り廊下より眺める深山幽谷の
湧水の流れ（御屋敷の庭】

岸

姫
路
城
西
御
屋
敷
跡
庭
園

４
好
古
園

睡塞霊藷諭薗星_ 曇＝筈諦

品

ﾛ11...jrm・雰垂＝ＨＥ＝… 雪

函
》
Ｊ

冠
巽
冊
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壷＝雲議

、

飛
朔
Ｉ
生
ま
叙

変
わ
っ
た
一
一
宮
神
社

ノ

望
月
本
殿
、
社
務
所
が
た
い
そ
う
美

し
く
な
り
、
ま
た
立
派
な
二
宮
神
社
住

宅
館
が
建
ち
ま
し
た
ね
。

宮
司
こ
の
二
宮
界
隈
は
、
賑
や
か
な

三
宮
に
隣
接
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
少
し
取
り
残
さ
れ
た
感
じ
の
あ
る

エ
リ
ア
な
ん
で
す
。
地
域
活
性
化
の
た

め
に
も
以
前
の
荒
れ
た
神
社
で
は
い
け

な
い
と
、
思
い
切
っ
て
整
備
に
踏
み
き

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
手
を
貸
し
て
下
さ

っ
た
の
が
、
岩
間
さ
ん
な
ん
で
す
。

岩
間
宮
司
は
葺
合
高
校
の
先
輩
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
行
き
帰
り
の

車
中
で
、
当
時
の
砂
漠
の
よ
う
な
（
笑
）

境
内
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
を
し
た
り
、
宮
司
の
地

域
へ
の
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

神
社
は
鎮
守
の
森
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

で
な
く
て
は
ね
。
住
宅
館
に
つ
い
て

は
、
建
築
家
の
立
場
と
し
て
は
、
二
宮

神
社
会
館
を
つ
く
り
た
か
っ
た
ん
で
す

が
、
な
に
せ
こ
こ
の
宮
司
は
経
営
手
腕

な
ん
て
も
の
は
お
持
ち
じ
ゃ
な
い
で
す

か
ら
ね
え
（
笑
）
。

望
月
ア
ハ
ハ
、
そ
れ
が
い
い
と
こ
ろ

で
し
よ
。
宮
司
さ
ん
が
そ
ん
な
も
の
持

っ
て
た
ら
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
（
笑
）
。

岩
間
そ
こ
で
そ
の
頃
神
戸
市
が
取
り

組
み
始
め
て
い
た
「
あ
じ
さ
い
シ
ス
テ

ム
」
、
こ
れ
は
住
宅
供
給
公
社
が
市
や

土
地
所
有
者
な
ど
と
協
力
し
て
賃
貸
住

宅
を
建
設
す
る
制
度
な
ん
で
す
が
、
建

築
費
や
家
賃
に
か
な
り
の
補
助
を
し
て

‐－皇- - ．‐アーーー急：Ｅ烏〆

山西乙平さん
< 二宮神社宮司〉

岩間瀧夫さん
〈葎宰今西T 拝営研究室代表〉

鈴鹿千代乃さん
く神戸女子大学助教授〉

山西康司さん
く二宮神社禰宜〉

望月美佐さん
〈書道家〉

蕊』Ｉ

←湯二一全 列､ 仏 グ要串〆

雪
蝦
一
蝿

痔
感
睡
帽
旧
咽
，

勺無さ

尋
＆
望
月
美
佐
ト
ー
ク
サ
ロ
ン

｢ とても清々しい境内になりましたね。今日のような良いお天気の日には青空に映えて、また一段ときれい」と望月美佐さん。
｢ お陰様でお参りに来られる方も増えました。二宮界隈活性化の原動力になれればと思っています」と山西乙平宮司。

雲

＃ヨ
蕊蕊

夢

簿

覇
～Ｉ

一
君
一一一

這皇
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／

宮 神社
神戸市中央区二宮町３丁目１－１２
T E L . ( 0 7 8 ）２２１－４７８６
F A X . ( 0 7 8 ）２６１－０２７５

建築企画経営研究室
代表岩間瀧夫

神戸市兵庫区下沢通７丁目２－１８
T E L . ( 0 7 8 ）５７８－１９５３
F A X . ( 0 7 8 ）５７８－１９５２

貰
え
る
の
で
、
神
社
や
入
居
者
に
も
受

け
入
れ
や
す
い
と
考
え
、
そ
れ
を
活
用

し
た
公
営
住
宅
を
建
て
ま
し
た
。

二
宮
の
宮
司
は
生
き
神
様
の
雰
囲
気

を
お
持
ち
で
す
か
ら
ね
、
建
物
で
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
、
私
達
取
り
巻
き
が
黒

子
と
な
っ
て
ず
っ
と
応
援
し
て
い
き
た

い
ん
で
す
。

鈴
鹿
こ
こ
の
御
祭
神
は
天
照
大
御
神

の
御
長
男
で
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍

穂
耳
尊
と
い
う
、
名
前
に
「
勝
」
と
い

う
字
が
三
つ
も
付
く
パ
ワ
ー
の
あ
る
神

様
な
ん
で
す
よ
。

望
月
い
ず
れ
は
宮
司
の
職
に
就
か
れ

る
康
司
さ
ん
、
将
来
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
。

山
西
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
と
い
う

神
社
本
来
の
役
割
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。
地
域
と
共
に
栄
え
る
神
社
で
あ

り
た
い
で
す
ね
。
第
二
期
整
備
で
は
植

樹
を
し
て
森
を
つ
く
り
ま
す
よ
。

岩
間
住
宅
館
の
最
上
階
は
、
鎮
守
の

森
に
舞
い
降
り
た
烏
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

設
計
し
た
ん
で
す
。

望
月
ま
あ
、
素
敵
。
未
来
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
く
二
宮
神
社
の
象
徴
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

、
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おしゃれ上手は小物上手
本当におしゃれな女性は齢小物使いがと
ても上手。例えば、ジャケットのボタンひ
とつにもこだわりを持っています。そんな
女性の強い味方がここ" マルダイ" ･ バッグ
アクセサリー、スカーフから各種洋裁材料
まで、おしゃれの必須アイテムが豊富に揃
っています。貴女のファッションを素敵に
演出する小物たちを見つけてください。

記,

また認子供服を扱っていた“バンビ”が
ファンシーグッズの店“ジャムジャム”と
じて３月１０日に新装オープンし、好評です。
新しい仲間も可愛がってくださいね。

一

－＝＝且

iiii勘d●ｉ
株式会社マルダイ

本店（三宮センター街）盃０７８－３３１－００６４
さんちか店画０７８－３２１－４０９３
デュオこうぺ( 山の手) 店窓O ７８－３５１－６００６

三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ 街
恋o ７Ｂ－３３１－０１５５

ブランド。それは信頼の証エレガントにカジュアルに

創業以来オーダーメイドのドレスシャツ
ー筋の“神戸シャツ" 。その味わいは、一
流と呼ぶにふさわしく、着る人の個性をよ
り鮮やかに語ります。

逼卿咽'､1霧睦
神戸ｼ ｬ ﾂ

神戸市中央区三宮町３－１－６
恋０７８－３３１－２１６８

艶やかな輝きのくつ甲、班I E I を中心に、
シックなデザインからファンシー、カジュ
アルなアクセサリーまで、多種取り揃った
アクセサリーブティックです。

……血p α”璽琶

蕊 1..L、

凪 S I N C E 1 8 7 3

神戸市中央区元町通１－１０－３
画0 7 8 - 3 3 1 －6 1 9 5
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ループ”で貴方の春のファッションにさら
に磨きをかけよう。
☆６月初旬からメンズインテグラル明石フオーラス
店でファイナル・バーケンがあります。
お問い合わせ冠０７８－９１３－８１５５

神戸発５つ星の店
星、ハート、リボンがコンセプトのスポ
ーツブティック“ル・ヴェール" ･ 陽光が
降り注ぐ明るい店内には、白を中心にスポ
ーツカジュアルからエレガンスカジュアル
まであらゆるアイテムが揃っています。

男の着こなしＯｎ－Ｏｆｆｔｉｍｅ
“メンズハウスグループ”は､ 国内外のハ

イクオリティな素材を使ったヨーロピァン
スタイルをお届けしています。
綿素材のナチュラルでソフトな風合いの

ＢＥ

詞
少
亜
工
一
○
ｚ
㈹

1Ｆ神戸市東灘区御影町城の前１５２１－３－
竃０７８－８５６－０１５５

Ｆ

一
『

鶏イングで生産されており、オリジナリティ
が高いのも同店の特徴。
素材からデザインまで、着心地のよさを

追究しながら、ハイクオリテイな商品をロ
ープライスでお届けする“メンズハウスグ

春、神戸を歩く…
待ちこがれていた春。やさしい
春の光を浴びながら神戸の街を歩
けば、新しい春のファッションに
出会えるはず。神戸で自分流の春
を見つけてみませんか。

■弓，

また、“ル・ヴェール”ではコンペの賞
晶企画もしており、賞品のブローチをぬい
ぐるみにつけたり、家電製品を可愛くラッ
ピングしたりと、おもちゃ箱をひつくり返

ＭＥＮ，Ｓ
ロ

スのＯｎ－ｔｉｍｅからＯｆｆ－ｔｉｍｅまで、男
のファッションをカバーします。
また、商品の３割が生産会社（株）オフ

ＭＥＮ' Ｓ画８両穂ｎｎＡＸｊｉＳＯｍｅｒ
神戸市中央区三宮町１－９センタープラザＢ１

盃０７８－３３２－７７９９

もの力､ ら、凝った素材を使ったカラフルで
個性的なものまで、幅広い品揃えでビジネ

したような賞品作りをしてくれます。
この春は‘‘ル・ヴェール”で一味違った

おしゃれを楽しんでみて下さい。

伽

ＧＲ○ＵＰ
ＭＥＮ，S n W T E G R A L 誕Ｗｅｉ

神戸市中央灰三宮町１－９センタープラザＢ１
ＥＯ７８－３３２－７７８９

S P O R T S B O U T l Q U E

L e l ﾉ e r f
ルヴェール

ＨｏＵＳＥ
Ａ
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オールスタイル「モードピア」７周年を迎えて

第６回・ヴィクトリアサロン
～ヴァイオリン。リサイタルの夕べ～１９９４ 》

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

手
や
手
里
唾》

瀞
鮮
一
麓

》
鞠
恥
姉
峰
一
羅
話
』
》
錘
、

》
射
琵

綴
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
鬼

＃←一凸

美しいヴァイオリンの調べに聴衆もうっとり…

懲剃｝

精鋭ヴァイオリニスト木野雅之氏と巨匠エルマン
最後のパートナー、サイガー氏との競演

シ一一

澗奏厘景 演奏会後の懇親パーティー

野
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型"■
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
供
の
頃
か
ら
文
化
に
親
し
む

美
し
い
神
戸
の
ま
ち
に

川
上
勉
氏
〈
ォ
‐
ル
ス
タ
ィ
ル
グ
ル
‐
プ
会
長
〉

黄
色
、
白
、
紫
、
と
色
と
り
ど
り
の
パ
ン
ジ
ー
た
ち
と
染
井

吉
野
が
春
を
告
げ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
そ
の
空
に
舞

う
彫
像
の
女
神
た
ち
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
オ
ー
ル
ス
タ

ィ
ル
「
モ
ー
ド
ピ
ァ
」
は
７
周
年
を
迎
え
、
３
月
朗
日
の
夕
べ

に
開
催
さ
れ
た
川
上
勉
会
長
の
文
化
交
流
会
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

サ
ロ
ン
」
か
ら
流
れ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ
に
、

花
園
か
ら
耳
を
傾
け
て
い
る
か
の
よ
う
・
・
・
・

平
成
６
年
は
、
神
戸
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
目
指
し
て
瓢

年
目
。
景
気
後
退
の
中
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
川
上
勉
会
長
の

「
夢
」
は
次
な
る
世
紀
に
向
か
っ
て
の
指
針
と
な
る
も
の
と
、
お

話
を
伺
っ
た
。

ｌ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
も
十
四
年
目
で
、
し
っ
と
り
と
し

た
美
し
い
ま
ち
に
な
り
ま
し
た
ね
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
は
セ
ン
ス
に
富
ん
だ
美
し
い
公
園
の

中
の
香
り
高
い
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
、
建
設
用
地
の
別
％
以

上
を
緑
に
し
、
そ
こ
に
椅
子
や
ベ
ン
チ
を
置
い
て
市
民
た
ち
が

憩
う
、
そ
ん
な
市
民
と
ま
ち
の
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
。
こ
ん
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
た
お
か
げ
で
す
ね
。

「
モ
ー
ド
ピ
ァ
」
は
、
そ
の
神
殿
の
役
割
、
ま
ち
の
志
の
シ
ン

ボ
ル
な
の
で
す
よ
。

昨
年
の
７
月
に
、
通
産
省
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
々
で
ワ
ン
を
全
国

ﾛｮ ｰ

に
、
躯
か
ら
別
ヶ
所
つ
く
る
と
表
明
し
た
の
で
す
。
神
戸
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
づ
く
り
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
よ
。

と
い
う
こ
と
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
は
、
わ
が
国
が

日
本
の
ま
ち
ま
ち
を
心
豊
か
な
、
個
性
の
香
り
高
い
文
化
を
生

み
育
て
て
い
く
場
と
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
国
家
や
民
族
の

リ
ー
ダ
ー
役
に
な
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

我
々
日
本
人
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
焼
土
の
敗
戦
を
迎
え

て
板
切
れ
の
掘
建
て
小
屋
で
の
み
じ
め
な
生
活
の
中
か
ら
立
ち

上
が
っ
た
。
京
都
や
、
奈
良
、
宝
塚
の
よ
う
な
文
化
遺
産
の
あ

る
ま
ち
は
戦
火
を
免
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
次
代
の
人
々
の
た

め
に
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
文
化
の
香
り
高
い

ま
ち
づ
く
り
だ
っ
た
の
で
す
。

平
成
元
年
に
、
日
本
商
工
会
議
所
の
五
島
昇
会
頭
が
、
遺
稿

の
中
に
、
「
経
済
大
国
か
ら
、
衣
・
食
・
住
・
遊
を
大
切
に
し

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
生
活
文
化
大
国
へ
」
と
書
か
れ
た
指
針
が
、

国
の
進
路
の
大
き
な
牽
引
力
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
当
時
か
ら
の
目

標
は
、
世
界
的
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ル
チ
ザ

ン
た
ち
が
次
々
と
訪
れ
、
棲
み
つ
い
て
、
異
な
る
セ
ン
ス
、
個

性
、
知
恵
、
技
術
を
触
発
、
呼
応
し
あ
っ
て
磨
き
あ
い
、
そ
こ

か
ら
新
た
な
個
性
、
知
恵
、
技
術
を
生
み
出
し
続
け
る
高
感
度

な
情
報
基
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
る
ん
で
す
。

ｌ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
画
ガ
‐
テ
ン
が
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
‐

ル
の
企
業
部
門
で
建
設
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
花
と
緑
の
ス
ー
パ
ー
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
の
ま
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
、
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー

ト
都
市
の
核
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
で
幕
開
け
す
る
型
世

紀
は
人
々
が
地
球
市
民
と
し
て
、
個
々
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発

揮
表
現
す
る
自
己
実
現
の
生
き
方
へ
と
進
み
ま
す
。
そ
れ
に
は

ま
ち
の
中
の
公
園
を
「
音
楽
の
公
園
」
、
「
絵
画
の
公
園
」
、
「
造
形

の
公
園
」
、
「
グ
ル
メ
の
公
園
」
、
そ
れ
に
「
ハ
イ
テ
ク
の
公
園
」

な
ど
と
し
て
、
親
が
子
供
を
連
れ
て
遊
び
に
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
供
の
頃
か
ら
文
化
に
親
し
む
と
い
う
、
情
操
教
育
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
ま
ち
の
住
環
境
、
生
活
環
境
を
調

え
て
都
市
美
を
目
指
す
こ
と
が
、
地
球
環
境
に
も
つ
な
が
る
の

で
す
か
ら
．
：
。

神戸の都市美を創る川卜今再
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